
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普及センターNews No.211 

令和５年７月１日 

農業に由来する環境への負荷の低減を図るために行う 
事業活動等に関する計画の認定制度が始まります︕ 

 JA あいち海部において、レンコン栽培における無人航空機（ドローン）を利用した防除が今年
も実施されました。無人航空機による防除の取組は今年で５年目になり、のべ 33.7ha、海部れん
こん組合の栽培面積の約 24％に達しました。実施面積は年々拡大しており、今年は昨年比 117%
となっています。５月 18 日と６月７日の２回、それぞれの対象害虫に対する薬剤の散布が実施
されました。今年は 30kg 搭載ドローンを導入したことで作業の効率化が進み、散布に要した時

レンコンでドローンによる省力防除 拡大︕ 

間は約 95 秒/10a でした。これは
同時期の手散布作業約５〜10 分
と比較して、３分の１〜６分の１
程度に短縮されたことになりま
す。 
 レンコンのイネネクイハムシ
対策として、近年は上記期間に加
え夏季にも防除を行う必要性が
高まっています。防除回数を増や
すにあたり、省力的に作業を行え
るよう、今後もドローンを活用し
た防除について、検討をすすめて
いきます。 

「環境と調和のとれた食料システムの確立のための環境負荷低減事業活動の促進等に関する
法律（みどりの食料システム法）」が制定され、この法律に基づき、環境への負荷低減を図る取組
を行う農業者を認定する制度が始まります。 

愛知県でも、この認定制度を８月めどに始めるよう準備を進めており、旧来のエコファーマー
制度（令和４年７月で廃止、ただし認定期限は有効年月日まで）の「土づくり及び化学肥料や化
学合成農薬の使用量を削減」に加え、温室効果ガスの排出抑制や、そのほか国が定める技術に取
り組む計画を作成した農業者が対象となります。認定を受けた者が実施計画に従って導入する対
象の機械等について税制・金融上の支援措置を受けることができます。 

これら支援措置の詳細は、国のホームページなどで御確認くださるようお願いします。 
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/ 
 

レンコンほ場の上空を飛ぶドローン 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/
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海部農業経営者の会 
会 長：服部 昌彦（飛島村） 
副会長：小関 裕介（あま市） 
副会長：加藤 幸一（愛西市） 
顧 問：加藤與志和（蟹江町） 
 

農村生活アドバイザー海部支部 
支 部 長：木村日登美（あま市） 
副支部長：佐藤とし子（津島市） 
 

農村輝きネット・海部 
会 長：笹野 明美（あま市） 
副会長：加藤さゆみ（愛西市） 

海部青年農業士の会 
会 長：加藤 悠太（愛西市） 
副会長：村瀬 公一（弥富市） 

 
海部営農受託協議会 

会 長：飯田 竜也（弥富市） 

試験区分 出願期間 試験日 
農業系高等学校後継者等特別推薦入学試験 令和 5 年９月 12 日(火)〜９月 15 日(金) 令和 5 年９月 29 日(金) 
一般推薦入学試験 令和 5 年９月 28 日(木)〜10 月 13 日(金) 令和 5 年 10 月 30 日(月) 
一般入学一次試験 令和 5 年 11 月 9 日(木)〜11 月 24 日(金) 令和 5 年 12 月 8 日(金) 
一般入学二次試験 令和 6 年 1 月 10 日(水)〜1 月 24 日(水) 令和 6 年 2 月 13 日(火) 

愛知県立農業大学校は、農業後継者や農業の担い手を育成する２年間の専修学校です。広大な
施設で実践的な農業を学ぶことができます。Ｕターン就農希望者も歓迎します。 
 
農 学 科：定員 100 名 
専 攻：鉢物・緑花木、切花、作物、果樹、露地野菜、施設野菜、酪農、養豚・養鶏 

農業者組織の役員紹介（敬称略） 

愛知県立農業大学校 令和６年度学生募集 

【問い合わせ先】愛知県立農業大学校教育部学務科 
〒444-0802 岡崎市美合町字並松１‐２ ☎0564‐51‐1602 
詳しい情報は農大ＨＰから入手できます。 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/noudai/ 

役員の皆様、よろしくお願いします 

近年、大雨や台風の強大化などにより農業被害が増加傾向にあります。こうした自然災害等
への対応がスムースに行えるように、チェックリストや農業版ＢＣＰ（事業継続計画書）につい
て家族や従業員の皆さんと話し合いこれらを作成することをお勧めします。 

チェックリストは平時から自然災害等のリスクに対して直前に準備する事項（リスクマネジ
メント版）と、被災後の早期復旧・事業再開のためにする事項（事業継続版）に分類してつくり
ます。書面で家族等皆さんが共有しておくと、いざという時に慌てずに済み大変役立ちます。 

農業版ＢＣＰは、被害に遭った時を想定して被災後の活動をチェックリスト（事業継続版）に
沿った手順を具体的な行動として作成した計画書です。この計画書に沿って復旧作業に取り組
むことで、早期に事業が再開することを目指します。 

農林水産省の HP に詳しく記載されていますので参考にしてください。 
https://www.maff.go.jp/j/press/keiei/hoken/210127.html 
 

自然災害等のリスクに備えましょう︕ 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/noudai/
https://www.maff.go.jp/j/press/keiei/hoken/210127.html

